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全教職員配布〈共済特集〉

■あつまれば元気
■語り合えば勇気
■あなたも埼高教へ

　埼玉県は知事が「最少・最強の県庁」を標榜する中、教育現場も正規教職員の割合は低く多忙
を極めています。再任用、臨任の教職員を含めて必死で子どもたちに向き合っています。県教委
は「ノー会議デー」「ふれあいデー」など意識改革を云うばかりで、教職員増などの教育条件整
備は遅々として進んでいません。今や、学校は「ブラック企業」の官製版の汚名を受けていると
言っても過言ではありません。
　厳しい、経済、労働環境の中、共済で「生活」「いのちと健康」「身分」を守りましょう！
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えらんでますか？　教職員のための自動車保険
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知っていますか？ 過労運転は飲酒運転と同じ扱い…

教職員なら

誰でも
入れます

!

長時間・過密労働の下、
自動車事故を起こしてしまったら…
　過労運転は、道交法上 65条「酒気帯び運転等」
66条「過労運転等」と並列、罰則も「３年以下
の懲役または 50万円以下の罰金」で同等です。
　こんなに働いた上「過労運転」で責任を問わ

れ、失職（右参照）になったら、怒りをどこに向
ければよいのでしょうか？（現職のみならず退職
者においても年金支給制限を受ける可能性があり
他人事ではありません。─詳しくは、「全教共済
NEWS」夏号で）
　そうなる前に、実効性ある長時間・過密労働対
策が必要です。埼高教は教育条件整備、労働条件

埼高教定期大会速報
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すべての教職員の皆さん！
今こそ「戦争法制」「改憲」反対の行動を！
そのためにも、未加入の皆さんの
埼高教への加入を心から訴えます。

安
倍
政
権
に
よ
る
実
質

「
改
憲
」の「
戦
争
法
制
」

は
許
さ
な
い
！

多忙化解消のとりくみと、
助けあいの共済が必要！

全教
共済

の改善を県当局に求めています。しかし、教職員
が実際に事故に遭遇してしまったら、どうしても
保険による個別対応が必要です。そのときの保険
は、教職員の特殊性を熟知して対応するか否かで
大きな違いが出ます（詳しくは 2面を参照）。

だから
こそ、
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　共済は、労働者の助けあい活動の原点です。
民間のように利潤追求の商品でないこと（「全教
自動車保険」など一部は民間保険会社と提携して
います）、広告宣伝に過大な費用をかけないこと
などにより、コストパフォーマンスの高い保障を
実現しています。

医療共済終身タイプが誕生
─詳しくは、同封のパンフレット参照。

プレゼントキャンペーン
◎埼高教共済会は、期間中に生命・医療・新傷害
の共済（基本契約）に新規加入していただいた
方に図書カード（500円）をプレゼントします。
◎総合共済新規加入の方にはQUOカード（1000
円分）　プレゼントします。

歓迎会、分会会議、歓迎会…と立て続けに 深谷商業高分会

　通販型などの自動車保険は掛金が安いかもしれ
ません。しかし、保険はいざというときにしっか
り使えなければ意味がありません。教職員の場合
は特にここに注目！！

重大事故の初期対応が違う !
　被害者救済を第一に、いち早く被害者に誠意を
もって対応し、無用なトラブルを避けます。
　また教員免許の失効を可能な限り避けるため
に、一般の事故対応のように起訴・裁判等の経過

を待つのでなく、スピーディに対応します。

「加入者の窓口は専属代理店、
被害者対応は損保会社」の
ルールで事故対応

　忙しい教職員個人が損保会社とのきめ細かな対
応をおこなうには限界が…。しかし、そこに埼高
教と連携した教職員をまもる専属の代理店（むさ
しの保険事務所）があれば心強いこと請け合い。

「全教自動車保険」の事故対応はここが違う !（全教方式）注目1

教職員賠償責任共済
総合共済 注目2

注目3

入りっぱなしの保険を見なおして
全教共済で支出を減らしましょう

　保険は、「とりあえず入っているが、内容はよ
く知らない」という方が多いのではないでしょう
か。経済情勢が厳しい中、保険の見直しでムダな
支出を抑えましょう。
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総合共済とセットでどうぞ
（掛金低額につき単独加入はで

きません）

はじま
る!

　埼高教共済会　　検索

1 面より

　全教共済（生命・医療・傷害・火災）は 8
月に更新期を迎え、新規募集と合わせて、6
月はじめまでに埼高教共済会会員と組合員の
みなさんには、ご案内（黄色の封筒）がお宅
に郵送されます。
　また、全ての教職員対象に、職場の分会掲
示板か、談話スペースなどに「ご自由にご覧
下さい」とパンフレット類をお届けしていま
す。（見当たらない場合は、分会役員または、
下記まで）

全教共済（生命・医療・傷害・火災）　募集キャンペーン

詳しくはむさしの保険事務所へ
TEL　048-833-1918

お問い合わせは

TEL 048-822-4655


